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【財政力指数】財政力指数は、ここでは過去３ヶ年の平均値を表します。
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〈表 紙〉
のどかな芝山の原風景

　丘陵地と平地が交互に続く、肥沃な北
総台地にある芝山町。
　雑木林に囲まれた谷津田の田んぼで
は、今年もご夫婦の愛情が詰まった美味
しいお米が取れました。

９
月
定
例
会
　
議
案
審
査

　
令
和
２
年
芝
山
町
議
会
第
３
回
定
例

会
が
、
９
月
10
日
か
ら
25
日
ま
で
の
16

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
付
託
議
案

○
総
務
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
７
件

○
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会　
　
４
件

令
和
元
年
度
決
算

　
71
億
９
０
０
０
万
円
を
認
定

一
般
会
計
歳
入　
57
億
５
７
７
７
万
円

（
町
民
1
人
あ
た
り
79
万
８
４
７
０
円

の
収
入
）

一
般
会
計
歳
出　
51
億
５
６
０
３
万
円

（
町
民
1
人
あ
た
り
71
万
５
０
２
３
円

の
支
出
）

新時代の町に
　新時代の
 システム

9 月
議 会

～第３回芝山町議会定例会のあらまし～

令
和
元
年
度
決
算
の

　
　
　
　
　

監
査
委
員
総
評

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　
一
般
会
計
の
歳
入
に
占
め
る
税
金

な
ど
の
自
主
財
源
は
79
・
2
％
で
、

財
政
運
営
の
自
主
性
の
大
き
さ
を
示

す
財
政
力
指
数
は
※
０
・
９
９
０
で

県
内
の
自
治
体
で
は
、
８
番
目
と
い

う
高
い
水
準
に
あ
る
。
し
か
し
、
人

件
費
な
ど
の
使
い
道
が
決
ま
っ
た
支

出
の
割
合
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

92
・
3
％
に
達
し
て
お
り
、
経
費
削

減
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

社
会
保
障
経
費
の
増
加
に
留
意
し

財
政
運
営
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

　
ま
た
、
道
路
や
建
物
等
の
構

築
物
や
建
築
物
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
個
別
施

設
計
画
の
策
定
、
計
画
的
な
老

朽
化
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

   

「
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
」



議案審議 新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時
交付金対象事業など

９月25日

Q  （堀越議員）　GIGAスクール構想事業のタブレット配布は様々
な活用方法が期待できると思う。それを用いて指導を行う教員

の方々への研修や指導はどのようにしていくのか。多額の予算を充
てることになると思うので、フル活用できるように進めてほしい。

A（学校教育担当課長）教職員
の指導に関しては ICT 支援

員を業者委託により配置し、スキ
ルアップをはかっていきます。

■ 議案第２号

■ 議案第４号

■ 議案第６号

■ 議案第１号

◎�芝山町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例及び芝山町学
童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　�放課後児童支援員認定資格研修の受講機会の拡充により、中核市の長が行う研修を追加
するための変更

◎芝山町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する条例
　�町への助成申請（償還払い）による返還方式から医療機関において助成後の自己負担額
を支払う（現物給付）方式への変更

◎令和２年度芝山町一般会計補正予算（第４号）
　�国施策によるGIGAスクール構想事業、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金事業（７３２３万円）

◎令和２年度芝山町一般会計補正予算（第５号）
　町内全域路線維持補修・拠点創出事業化検討業務・避難所用備品、防災倉庫の設置

【臨時会（7/22）注目議案】
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　コロナ禍での新しい生活様式への転換が求められる中、令和２年第３回定例会に提
出された補正予算は、国からの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
（以下、「地方創生交付金」という。）の活用を中心に、総額で２億4926万2000円
が計上され、今年度の一般会計予算の総額は62億3539万9000円となりました。
　地方創生臨時交付金を活用した主な事業や、町の将来像に大きく関わるような、注
目の予算をピックアップしました。

注目の補正予算

勤怠管理システム
導入業務

総務課　行政改革推進室
【総務管理費】

新型コロナウイルス対応に伴う
多様な出勤形態に対応できるよ
う、町職員の出退勤管理環境及
び各種休暇取得の電子化を実施

857万円

町職員の出退勤管理や休暇取得を電子化

新型コロナウイルス
感染症対応地方創生

臨時交付金

企画空港政策課　企画調整係
【国庫支出金】

市町村が取り組む新型コロナウ
イルス対策として「感染症の拡
大防止や予防」、「地域経済や
住民生活の支援」などの施策の
財源として活用できる交付金

4873万円

新型コロナ対策で国から交付される予算

コロナ対策を軸に年間予算が

62億円を突破
令和2年第3回定例会

<地方創生交付金活用事業>
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一般会計 2020年９月

企画空港政策課　都市計画係
【都市計画費】

小池地区において質の高い住宅
拠点を創出するため、学校教
育・子育て関連施設や公共交通
関連施設などを含めた土地利用
計画を検討した上で事業化の方
策を検討

小池地区の住宅拠点の創出計画

公共施設衛生設備
改修事業

教育課　社会教育係　文化振興係
【社会教育費】

<地方創生交付金活用事業>

教育委員会が所管する総合運動場
等の社会教育施設や文化センター
等の文化施設において、衛生設備
の非接触を目的に設備改修を行う
と共に、感染対策備品を購入

800万円

衛生設備の非接触を目的に設備改修を実施

町内全域路線
維持補修

拠点創出事業化
検討業務

まちづくり課　道路建設係
【道路橋梁費】

町管理道路の中でアスファルト
の老朽化により、ひび割れが目
立つ道路の補修や、部分的に危
険な箇所を改良する道路工事

8000万円2308万円

道路の維持補修や部分的な道路改良

防災活動支援事業

総務課　自治振興係
【消防費】

避難所における飛沫感染防止や
換気等を目的として、テント
200張り、扇風機20台、多目
的ベッド50台、物資保管用倉
庫2棟を設置する予算

1641万円

避難所の新型コロナ感染症対策

<地方創生交付金活用事業>



全議員により構成された「決算審査特別委員会」で、
3日間合計 22時間を費やして慎重審議した結果、令
和元年度の町会計収支を全会一致で認定しました。 黒字

４億729万円の

51億5603万円

令和元年度の
　　実質収支は

歳出総額(B) 翌年度への繰り越額は
1億9445万 (C)

【公債費】
町の借金。一般会計における年度末残高は
24億1397万円で前年比2.5%の減額。
特別会計を含む合計残高は35億525万円。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

■
９
月
16
日　
総
務
関
係

Q
（
小
嶋
議
員
）「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時

交
付
金
」
の
内
容
は
。

A 

国
か
ら
の
歳
入
１
３
８
０
万
円
は
保
育
所

の
無
料
化
に
伴
う
も
の
で
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
台
風
15
号
へ
の
災
害
見
舞
金

４
７
４
万
円
の
主
な
内
訳
は
。

A
Ｎ
Ａ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
１
０
０
万
円
ず
つ
、
残

り
は
企
業
と
個
人
あ
わ
せ
て
20
件
ほ
ど
で
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
町
が
備
蓄
す
る
非
常
食
で
、

賞
味
期
限
が
切
れ
た
も
の
は
廃
棄
な
の
か
。

A
な
る
べ
く
期
限
切
れ
前
に
、
地
区
の
防
災
訓

練
や
子
供
た
ち
の
防
災
教
育
な
ど
に
活
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
毎
年
、
経
常
収
支
比
率
が
９

割
を
超
え
、
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

A
毎
年
Ｐ
Ｃ
や
Ｏ
Ａ
機
器
の
シ
ス
テ
ム
委
託
料

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
比
率
を
減
ら
す
に
は

空
港
機
能
強
化
に
合
わ
せ
て
有
力
な
企
業
誘
致
を

し
、税
収
を
伸
ば
す
こ
と
が
最
善
と
考
え
ま
す
が
、

現
段
階
で
は
具
体
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

選
挙
や
災
害
対
応
で
、
職
員
の
時
間
外
手
当
が

膨
ら
ん
だ
経
緯
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
空
港
機
能

強
化
、
拠
点
整
備
な
ど
見
据
え
な
が
ら
計
画
的
に

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
町
税
の
不
能
欠
損
額
の
減
少

に
つ
い
て
は
一
定
の
評
価
が
で
き
る
が
、
昨

年
度
の
差
し
押
さ
え
の
件
数
と
金
額
は
。

(A)－(B)－(C)

A
42
件
あ
り
、
金
額
は
４
６
６

万
円
で
し
た
。
税
や
受
益
者

負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
適

正
な
処
理
に
努
め
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
民
生
委
員
な

ど
の
委
員
選
出
の
難
し
さ
を

感
じ
る
。
選
出
方
法
を
行
政
主
導

に
変
え
て
い
け
な
い
の
か
。

A
今
後
、
区
長
会
に
も
協
力
を

投
げ
か
け
る
な
ど
、
地
区
か

ら
の
選
出
も
視
野
に
入
れ
た
い
と

思
う
。

Q
（
岩
内
議
員
）
公
民
館
主
催

13
講
座
の
評
判
や
要
望
は
。

A
昨
年
は
大
変
好
評
だ
っ
た
「
お
も

し
ろ
世
界
遺
産
」の
期
間
を
延
長
、

今
年
度
か
ら
は
「
ソ
ー
イ
ン
グ
教
室
」

を
２
講
座
に
増
や
す
な
ど
、
内
容
を
検

証
し
、講
座
の
開
設
を
見
直
し
ま
し
た
。

２０１９歳出ランキング

1. 総務費 17 億 542 万円 (33.1%) 6. 衛生費　2 億 9575 万円 (5.7%)　

2. 民生費 10 億 5088 万円 (20.4%) 7. 公債費　2 億 3072 万円 (4.5%)

3. 土木費　6 億 9789 万円 (13.5%) 8.農林水産業費2億1558万円(4.2%)

4. 教育費  4 億 7246 万円 (9.2%) 9. 議会費 7983 万円 (1.5%)

5. 消防費　2 億 9654 万円 (5.8%) 10. 災害復旧費 7361 万円 (1.4%)

▲「おもしろ世界遺産」講座の
様子。講師の軽快なトークが
絶妙

【支出の特徴】人件費や扶助費などの使い道が決
まっている支出の割合を示す 「経常収支比率」は、
比率が低いほど柔軟な予算の活用が出来るという
指標であり、令和元年度は 92.3% と極めて高く、
財政の硬直化が町の問題となっている。
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財政運営の自主性を示す単年度財政力指数は 0.999

57億5777万円
歳入総額(A)

【繰入金】
町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れた予算（財政調整基金の年度末
残高は5億 2354万円）

認定第1号　　令和元年度　芝山町一般会計歳入歳出決算認定

決
算
審
査
特
別
委
員
会

■
９
月
18
日 

ま
ち
づ
く
り
関
係

Q
（
平
山
議
員
）
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
令

和
元
年
度
・
拠
点
維
持
管
理

費
４
９
９
万
円
、
活
動
支
援
補
助

金
・
１
１
５
４
万
円
の
支
出
）
だ

が
、
活
動
内
容
が
あ
ま
り
伝
わ
っ

て
こ
な
い
が
。

A
夢
パ
ー
ク
牧
野
を
活
動
拠
点

と
し
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
空

マ
ル
シ
ェ
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
体
験
観

光
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
、
観

光
と
地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）
デ
マ
ン
ド

交
通
（
あ
い
あ
い
タ
ク

シ
ー
）
委
託
料
、
３
０
０
０
万

円
、
高
額
で
は
。

A
昨
年
は
２
台
か
ら
３
台
に

台
数
を
増
や
し
、
さ
ら
に

は
土
曜
日
も
運
行
を
始
め
ま
し

た
。
こ
れ
以
上
の
経
費
は
減
ら

せ
ま
せ
ん
。

Q
（
坂
井
議
員
）
三
世
代
同
居

等
支
援
事
業
は
今
年
度
で
終

了
に
し
、
も
っ
と
広
く
対
象
者
が

出
き
る
よ
う
な
新
た
な
住
宅
施
策

に
転
換
す
べ
き
と
思
う
が
。

A
来
年
度
か
ら
は
、
住
宅
を
新

築
、
あ
る
い
は
購
入
す
る
時

や
町
外
の
方
が
移
住
す
る
場
合
な

ど
、
条
件
を
広
く
し
た
助
成
方
法

に
変
え
ま
す
。

Q
（
岩
内
議
員
）
芝
山
町
の
専

用
水
道
４
か
所
と
は
ど
こ

か
。A

町
が
所
有
す
る
専
用
水
道
と

は
、
は
に
わ
台
と
３
つ
の
工

業
団
地
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
を

指
し
ま
す
。
そ
の
他
で
は
、
民
間

が
所
有
す
る
小
規
模
な
も
の
で
、

全
部
で
18
か
所
あ
り
ま
す
。

Q
（
小
嶋
議
員
）「
千
葉
県
道
路

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

は
。A

道
路
敷
地
内
の
歩
道
や
植
栽

帯
に
花
を
植
え
た
り
、
清
掃

活
動
を
す
る
地
域
の
団
体
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

Q
（
岩
澤
議
員
）
昨
年
度
の
台

風
災
害
で
作
業
が
遅
れ
て
い

た
、
被
災
ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
施

設
の
復
旧
は
ど
の
程
度
進
ん
だ

か
。

A
令
和
２
年
８
月
現
在
の
予
算

執
行
状
況
は
30
％
で
す
が
、

年
末
ま
で
に
80
％
か
ら
90
％
を
目

指
し
、
年
度
内
に
は
終
了
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q
（
平
山
議
員
）
成
田
用
水
の

大
規
模
改
修
の
資
金
捻
出

は
。A

大
規
模
改
修
の
費
用
は

１
８
１
億
円
で
、
芝
山
町
負

担
金
は
１
億
３
２
４
９
万
円
で

す
。
財
特
で
国
75
％
、
県
23
％
、

市
町
２
％
の
負
担
割
合
で
個
人
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
（
内
田
議
員
）
農
業
者
年
金

加
入
促
進
状
況
は
。

A
農
業
委
員
の
尽
力
も
あ
り
、

受
給
者
１
３
７
名
、
農
業
者

年
金
加
入
者
は
令
和
１
年
度
７
名

増
え
19
名
で
す
。新
規
加
入
数
で
、

全
国
で
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

Q
（
内
田
議
員
）
認
定
農
業
者

育
成
事
業
の
補
助
率
の
か
さ

上
げ
を
次
年
度
以
降
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

自主財源　(79.2％ ) 依存財源　(20.8%)

町税　　25 億 3700 万円 (44.1%) 国庫支出金　2 億 2035 万円 (3.8%)

諸収入　10 億 615 万円 (17.5%) 県支出金　　2 億 3770 万円 (4.1%)

繰入金　  5 億 9951 万円 (10.4%) 地方交付税　1 億 5395 万円 (2.7%)

その他　  4 億 1365 万円 (7.2%) その他　　　5 億 8946 万円 (10.2%)

小計　   45 億 5630 万円 小計　　　12 億 147 万円

【収入の特徴】歳入の構造としては、原則として町税等
で占める一般財源の割合が高いほど望ましいとされてお
り、令和元年度の割合は 75.5% を占めた。また使途が
限定される特定財源は 24.5％であった。
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環境衛生組合の規約の変更

Q （小嶋議員）農業用廃プラの処理は難しい
とのことだが旧光町分のゴミが増加するか

らか。

A 処理は可能ですが、１日５トンの処理能力で
裁断も必要なことから現実的ではありません。

一般会計補正予算

Q （平山議員）農業用ハウスの補強に伴う補
助事業の周知方法は。

A 町内ほとんどの工事窓口は農協と丸朝なの
でそこから周知徹底をしていきます。

Q         （實川議員）以前から補強にも補助があっ
たのではないか。

A 50万円以上に対してはありましたが今回
はそれ以下が対象です。

Q （實川議員）騒音地域整備基金５０００万
円の運用方法は。

A 空調機の補助増加分、固定資産税補助増加
分等に充てていきます。

Q （堀越議員）拠点創出検討業務は地権者へ
の説明が最重要です。説明会の日程と地権

者数は。

A 小池拠点北側の地権者数は30人弱です
が、南側はまだ把握していません。地権者

説明会は年度末を目指しています。

Q （堀越議員）この事業を企業版ふるさと納
税にあてはめて進められないか。

A 当町の総合戦略があり、地域振興再生計画
と組み込んで運用できないか内閣府に申請

しているところです。

　９月14日に開催された総務常任委員会およびまちづくり常任委員会で議長から
負託を受けた議案10件を審査しました。

常任委員会    eportR
今後の施策を吟味する

まちづくり常任委員会
新型コロナ対策に係る書面会議
Q （岩澤議員）施行期日は恒久的なものなの
か。

A 働き方改革の面と新型コロナの終息が見え
ない状況もあるので、現時点では期限の設

定はありません。

芝山町学童クラブに関する条例

Q （戸井議員）本町の学童クラブの勤続者数
と放課後児童支援員の人数は。

A 学童クラブへの勤続者は12名で、そのう
ち７名が放課後児童支援員の資格を持って

います。

Q （伊橋議員）支援補助委員は資格が無くて
もなれるのか。

A 特に資格は要らず、どなたでもなることが
できます。

芝山町ひとり親家庭等医療費等に関する条例

Q （坂井議員）ひとり親家庭の医療費が300
円の根拠は。

A 千葉県が１件ごとの医療費の基準を300円
と提示しているので、親子ともにその基準

に合わせているからです。

Q （岩澤議員）ひとり親家庭の対象となる方
の件数は。

A ７月現在で48世帯、親子含め124人が対
象です。

一般会計補正予算

Q （坂井議員）総務管理費の総務課の時間外
手当が他の課と比べ多い理由は。

A 空港の機能強化の中で、公共用地の道路の
境界立ち合い業務を行うためです。

Q （岩澤議員）町の体育祭等の今年の行事が
ほとんど中止だが、体育協会のイベント分

の減額補正が計上されていないが。

A 現時点で秋の町民野球大会等の開催が未定
だったため、今回の補正で計上できません

でした。金額が確定し次第、減額補正します。

総務常任委員会
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■
７
月
22
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
加
速

Q （
小
嶋
議
員
）
小
中
学
生
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

A
フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
る
な
ど

し
て
対
策
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
所
の
備
品
設
置

Q
（
坂
井
議
員
）
避
難
所
開
設

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
で
き
た
よ
う

だ
が
、
新
た
な
機
材
の
導
入
予
定

は
。A

テ
ン
ト
が
す
で
に
50
張
り
あ

り
ま
す
が
、
９
月
補
正
で

２
０
０
張
り
追
加
予
定
で
す
。
倉

庫
も
増
設
し
ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
各
地
区
の
避

難
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

住
民
に
説
明
す
る
に
は
。

A
町
内
に
指
定
避
難
所
が
５
カ

所
あ
る
の
で
、
開
設
状
況
を

確
認
し
、
周
知
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金

Q
（
實
川
議
員
）
国
の
二
次
補
正

も
芝
山
町
は
少
な
い
。
町
民
へ

の
対
策
が
手
薄
に
な
ら
な
い
か
。

A
一
次
補
正
の
３
倍
あ
り
、

９
月
補
正
で
町
民
の
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
使
い
切
り

ま
す
。

Q
（
伊
橋
議
員
）
中
小
企
業

支
援
交
付
金
の
対
象
事
業

者
は
何
件
か
。

A
６
０
０
件
の
事
業
者
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

■
９
月
２
日

新
た
な
シ
ス
テ
ム
化

Q
（
伊
橋
議
員
）
一
戸
残
し

の
移
転
買
い
上
げ
は
町
が

行
う
と
思
う
が
、
そ
の
後
の
所

有
者
は
。

A
町
に
な
り
ま
す
。

Q
（
坂
井
議
員
）
勤
怠
シ
ス
テ

ム
の
稼
働
は
い
つ
か
ら
か
。

A
来
年
度
４
月
か
ら
試
行
、

10
月
か
ら
本
稼
働
の
予
定

で
す
。

Q
（
堀
越
議
員
）
勤
怠
シ
ス

テ
ム
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
。

A
１
ヶ
月
間
で
、
約
15
万
円

か
か
る
予
定
で
す
。

拠
点
創
出
検
討
関
連

Q
（
平
山
議
員
）
人
口
増

を
考
慮
し
て
い
る
と
思

う
が
、
急
激
な
増
加
は
見
込

め
な
い
の
で
は
。
移
転
に
よ

る
町
外
流
出
が
起
き
な
い
よ

う
Ｎ
Ａ
Ａ
と
連
携
し
て
進
め

て
ほ
し
い
。

A
し
っ
か
り
進
め
て
い
き

ま
す
。

Q
（
岩
内
議
員
）
現
段
階

で
人
を
呼
び
込
む
プ
ラ

ン
は
あ
る
の
か
。

A
小
池
、
菱
田
、
川
津
場

を
一
体
で
整
備
し
地
域

の
可
能
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
９
月
25
日

道
路
の
管
理

Q （
平
山
議
員
）
Ｕ
字
溝

の
詰
ま
り
が
原
因
で
町

道
が
凍
結
し
事
故
が
あ
っ
た

場
合
、町
が
保
障
す
る
の
か
。

A
Ｕ
字
溝
の
詰
ま
り
に
よ

る
排
水
不
良
、
凍
結
は

事
前
に
チ
エ
ッ
ク
し
て
対
応

し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
連

Q （
坂
井
議
員
）
小
中
学
生

へ
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー

の
貸
出
は
通
信
費
の
補
助
ま
で

考
え
て
い
る
か
。

A
通
信
費
の
補
助
は
公
平
性

の
面
な
ど
か
ら
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

全員協議会    eportR

議会の 点視 　令和２年７月から９月にかけて開催された
全員協議会での質疑の内容を報告します。

▶
昨
年
度
購
入
し
た
避
難
所
に
あ
る
50
張
り
の
テ
ン
ト
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賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪⑫
⑦
議
長

議
決
結
果

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

萩
原
正
規

堀
越
保
夫

麻
生
孝
之

伊
橋
寿
夫

小
嶋
秀
樹

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

平
山　
弘

岩
澤
達
弥

条例の制定

第１号

働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律の施
行及び新型コロナウイルス感染症対策による新しい生活様式の
実践に係る附属機関の書面会議の実施に伴う関係条例の整備に
関する条例（働き方改革関連法による働き方改革の実践及び新型コロ
ナウイルス感染症対策の新しい生活様式の実践のため）

可決 
賛（11）・否（0） P8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第２号
芝山町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例及び芝山町学童クラブの設置及び管理に関する条例
の一部改正（放課後児童支援員認定資格研修の受講機会の拡充を図るため）

可決 
賛（11）・否（0）P3、8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 芝山町手数料徴収条例の一部改正（個人番号の通知カード再交付手
数料に関する規定を削除のため）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号 芝山町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部改正
（医療費の助成方法を償還払いから現物給付への変更のため）

可決 
賛（11）・否（0）P3、8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

協　議

第５号 山武郡市環境衛生組合規約の変更協議（山武郡市環境衛生組合の対
象区域に横芝光町全域を加えるため）

可決 
賛（11）・否（0） P8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年度補正予算

第６号 一般会計（第５号）（道路橋梁費8665万2000円等を追加し、総額
62億3539万9000円とする）

可決 
賛（11）・否（0）

P3、4
5、8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 農業集落排水特別会計（第１号）（人件費組み替えに伴い34万
2000円増額となり、総額6404万2000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 公共下水道特別会計（第１号）（人件費組み替えに伴い5万円増額
となり、総額2億7595万円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 介護保険特別会計（第１号）（還付加算金及び繰出金等2683万
3000円を追加し、総額7億5781万3000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 後期高齢者医療特別会計（第１号）（総務管理費、徴収費等503万
7000円を追加し、総額1億908万7000円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認　定

第１号 令和元年度芝山町一般会計歳入歳出決算（一般会計の令和元年度歳
入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（11）・否（0）

P2、6
7、8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号
令和元年度芝山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算（国民健康
保険特別会計の令和元年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定
するものです。）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号
令和元年度芝山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算（農業
集落排水事業特別会計の令和元年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付
して認定するものです。）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号
令和元年度芝山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算（公共下
水道事業特別会計の令和元年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して
認定するものです。）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 令和元年度芝山町介護保険特別会計歳入歳出決算（介護保険特別会
計の令和元年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して認定するものです。）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号
令和元年度芝山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算（後期高
齢者医療特別会計の令和元年度歳入歳出決算を監査委員の意見を付して
認定するものです。）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

追加議案

第１号
芝山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定（子ども・子育て支
援法の改正による用語の整理、食事の提供に要する費用の取扱いの変更のため）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 物品売買の締結（芝山町立小中学校学習用端末等機器購入のため） 可決 
賛（11）・否（0） P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報告
第１号

専決処分の報告（車両破損事故に係る損害賠償の額の確定及び和解と
するもの） P9 － － － － － － － － － － － －

議員発議（意見書、決議書の採択による発議）

第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の確保を求める意見書

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 圏央道（大栄・横芝間）の早期完成等に関する決議 可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年第６回臨時会（7/22）で審議した議案とその結果
令和２年度補正予算

第１号 一般会計（第４号）（GIGAｽｸｰﾙ構想、新生児特別定額給付金等を増
額し、総額59億8613万7000円とする）

可決 
賛（11）・否（0）P3、9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 国民健康保険特別会計（第２号）（特定健康診査等事業費を増額
し、総額10億266万円とする）

可決 
賛（11）・否（0） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和２年第3回定例会で審議した
議案とその結果議員の賛否を公開

※議長は採決に加わりません。

芝山議会だより　No.129　R2.11.1－ 10



－芝山議会だより　No.129　R2.11.111

一般質問とは町の様々な課題について、提出議案とは
関係なく議員個人が口頭で町に考えを聞くことが出来
ます。通告制となっており、内容は自由です。
※９月定例会の傍聴者は、会期を通じて９人でした。

【一般質問】

町
政
の  

　
　 

を
射
抜
く

的
９
月
定
例
会

坂井慶子議員

小嶋秀樹議員

岩内　章議員

麻生孝之議員

堀越保夫議員

實川嘉一議員

P12

P13

P14

P15

P16

P17

・子育て・教育施設の再
配置計画

・子ども医療費助成の拡充

・出生率向上の施策
・町の創生総合戦略

・SNSを利用した情報発信
・高谷川沿い新設道路計画

・移転のスケジュール
・災害時の対策

・今後のコロナ対策
・空の駅の道の駅登録

・農業振興の指針
・財政調整基金の目標

photo/総合運動場内「弓道場」

　
前
回
の
第
2
回
定
例
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
般
質
問
―
。

　
第
3
回
定
例
会
に
満
を
持
し
て
登
場
し
た
6
名
の
議
員
は
、
新
た
な
日

常
に
向
け
た
町
の
事
業
や
災
害
対
策
、
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
的
を
絞

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
町
政
の
課
題
に
矢
を
放
ち
ま
し
た
。
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く
よ
う
だ
が
。

【
町
長
】
相
談
室
を
設
け
、
一

つ
の
窓
口
で
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
至
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

芝
山
町
学
校
教
育
施
設
等
の
再

配
置
計
画
で
、
中
学
校
の
大
規

模
改
修
に
つ
い
て
今
後
の
予
定
は
。

【
町
長
】
令
和
３
年
度
に
実
施

計
画
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
工

事
発
注
を
行
い
、
令
和
５
年
度
中
に

完
了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
拠
点
整
備
に
あ
わ
せ
保

育
所
の
再
配
置
を
考
え
直
し
、

令
和
元
年
12
月
定
例
会
で
提
案
し
た

よ
う
に
、
１
園
化
の
方
向
で
進
め
て

は
ど
う
か
。

『一般質問』

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間59分）

つ
い
に
念
願
だ
っ
た
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
が
決
ま
っ

た
。
来
年
度
か
ら
の
工
事
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
施
設
を
計
画
し
て
い
る

の
か
。【町

長
】
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
、
木
造
の
平
屋
建
て
を
考

え
て
お
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在

協
議
中
で
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
一
時
預
か

り
保
育
は
実
現
す
る
か
。

【
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
】
現
在
第
２
保
育
所
で
行
う

一
時
保
育
は
一
週
間
前
の
申
請
が
必

要
で
す
が
、そ
の
点
を
改
善
し
、も
っ

と
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
検
討

中
で
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
も
盛
り
込
ん
で
い

子育て支援
　大きく前進

KEIKO SAKAI

【
町
長
】
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
小
池
拠
点
整

備
を
踏
ま
え
た
上
で
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
・
人
材
確
保
の
点
か
ら
も

１
園
化
に
よ
る
統
合
も
視
野
に
入

れ
、
見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。現

在
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
を
、
18
歳
ま
で
拡

充
す
る
よ
う
訴
え
て
き
た
。
令
和
元

年
度
９
月
議
会
で
は
町
長
か
ら
「
前

向
き
に
検
討
す
る
」
と
い
う
答
弁
を

頂
い
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
来
年
度
、
受
給
券
切

り
替
え
の
８
月
に
合
わ
せ
、
新

た
な
制
度
と
し
て
始
め
ま
す
。
た
だ

し
15
歳
以
上
か
ら
は
償
還
払
い
に
よ

る
保
険
適
用
で
お
願
い
を
し
ま
す
。

【
子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
】
償
還
払
い
で
は
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
後
に
町
に
申

請
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
新
制

度
の
周
知
と
手
続
き
の
案
内
を
し
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
と
発
達
を

守
る
た
め

ど
う
な
る
、

　
子
育
て
・
教
育
施
設

心
地
よ
い
子
育
て
の

　
　
　
　
　
　
拠
点
を

▲現在の支援センターの様子。新たな広い施設の完成が待たれる
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【ソサエティー5.0】（※）狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、
そして現代の情報社会（Society4.0）の次に訪れる新しい社会のことです。最新テクノロジーを活
用した便利な社会。

【SDGｓ（ｴｽ･ﾃﾞｨｰ･ｼﾞｰｽﾞ）】（※）「持続可能な開発目標」のことで、2030年までに世界が取り組む
べき17の目標として2015年9月に国連総会で採択された。

【農業振興地域（農振）】（※）市町村が将来的に農業上の利用を確保すべき土地として、都道府県知
事が指定した区域。

『一般質問』

（清祥会）

（所要時間60分）

『一般質問』

本
年
の
前
後
５
年
間
で
年

少
人
口
２
４
２
人
減
少
、

生
産
年
齢
人
口
１
０
４
１
人
減

少
、こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

現
在
の
対
応
策
と
今
後
の
対
応

策
は
。【町

長
】
あ
く
ま
で
も
推

計
値
で
す
が
今
後
も
人
口

減
は
進
み
ま
す
。
子
育
て
環
境

と
住
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
創

出
を
進
め
、
都
市
構
造
の
見
直

し
を
検
討
し
ま
す
。

 

自
然
増
減
は
20
年
間
、
社

会
増
減
も
16
年
間
減
少
し

続
け
て
い
る
。
出
生
率
も
20
年

間
全
国
値
や
県
値
を
下
回
っ
て

い
る
。
出
生
率
の
向
上
を
促
す

施
策
は
。

【
町
長
】「
愛
・
ら
ぶ
芝
山

結
婚
祝
金
」、
出
産
祝
金
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
助
成
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
婚
活

や
住
宅
購
入
の
支
援
を
検
討
し

ま
す
。町

民
意
識
調
査
の
結
果
、

住
み
よ
さ
と
定
住
意
識
に

つ
い
て
４
割
程
度
が
定
住
意
向

だ
っ
た
。
こ
れ
を
ど
う
評
価
す

る
か
。【町

長
】
真
摯
に
受
け
止

め
、
必
要
な
施
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

「
子
供
の
生
活
費
や
教
育

費
が
大
き
な
負
担
」
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
。
町
の
子

育
て
支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。【

町
長
】
現
在
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
短
所
と
し
て
「
日
常

生
活
が
不
便
」「
町
内
移

動
が
不
便
」「
余
暇
を
楽
し
む

所
が
な
い
」
な
ど
の
意
見
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

【
町
長
】
町
内
３
拠
点
を

指
定
し
て
市
街
地
可
能
性

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
口
を
維
持
す
る
手
段
と

し
て
、
圏
央
道
整
備
と
空

港
機
能
強
化
が
あ
る
。
今
の

ペ
ー
ス
で
大
丈
夫
な
の
か
。

【
町
長
】
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
方
針
に
従

い
、
遅
滞
な
く
進
め
て
い
き
ま

す
。

適
正
な
人
口
規
模
と

　
　
　
　
人
口
構
成
を

 

本
町
総
合
戦
略
に
お
け
る
※
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
５・
０
と
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
活
用
状
況
は
。

【
町
長
】
目
指
す
べ
き
未
来
の
姿

と
し
て
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
事
業
、そ
の
具
体
的
な
内
容
は
。 

【
町
長
】
※
農
振
の
除
外
や
編
入

を
現
況
に
合
わ
せ
見
直
す
事
業
で

す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
後
税
収
の
激

減
が
予
想
さ
れ
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
が
貴
重
な
財
源
と
な
る
と
考
え
る

が
。 【

町
長
】
重
要
な
財
源
と
考
え
て

い
ま
す
。
新
た
に
３
事
業
者
か
ら

協
力
を
い
た
だ
き
、
返
礼
品
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

HIDEKI KOJIMA

未
来
の
指
針
、

　
　
　
　
創
生
総
合
戦
略

ス
ト
ッ
プ
人
口
減
少

▲「芝山町まち・ひと・しごと創
生総合戦略」来年度より新たな
5年計画が始まる

小嶋 秀樹　議員



芝山議会だより　No.129　R2.11.1－ 14

情
報
発
信
力
の
向
上
を

本
町
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

光
回
線
は
ど
の
く
ら
い
整
備
さ

れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
全
体
の
整
備
は
終

了
し
、
町
内
全
域
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

公
共
施
設
で
の
Wi
―
Fi
整
備
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

【
町
長
】
今
回
平
常
時
の
利
用

者
の
多
い
、
役
場
庁
舎
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
里
、
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
３
カ
所

へ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
月
の
一
般
質
問
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て

質
問
し
た
が
、
そ
の
後
進
捗
は
。

【
町
長
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
も

同
時
に
行
い
、
新
た
な
ツ
ー
ル
と
し

て
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

本
町
で
も
町
の
Ｐ
Ｒ
を
様
々
な

方
法
で
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
他
市
町
村
の
取
り
組

み
な
ど
を
研
究
し
て
、
効
率
的

か
つ
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

高
谷
川
沿
い
道
路
計
画
は

高
谷
川
沿
い
新
設
道
路
に
つ
い

て
、
道
路
は
川
の
ど
ち
ら
側
に

作
る
構
想
な
の
か
。

【
町
長
】
８
月
20
日
に
周
辺
交

通
状
況
や
河
川
構
造
等
、
設
計

を
行
う
業
者
と
業
務
委
託
契
約
を
締

す
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
現
時
点
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

本
町
の
小
中
学
校
は
再
開
し
て

い
る
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
理
由

に
自
主
休
校
を
し
て
い
る
生
徒
は
現

在
い
る
か
。
今
後
そ
の
よ
う
な
生
徒

が
出
て
き
た
場
合
の
対
策
は
。

【
教
育
長
】
現
在
は
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は

欠
席
で
は
な
く
、
出
席
停
止
扱
い
に

し
必
要
に
応
じ
て
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
貸
し
出
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
授
業
参
加
が
で
き
る
よ
う
準

備
し
て
い
ま
す
。

結
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
調
査
を
行

い
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
新
設
に
伴
っ
て
、
川
の
堤

防
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
な

る
の
か
。

【
町
長
】
し
っ
か
り
し
た
も
の

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
と
協
議

の
上
、
高
谷
川
の
流
下
能
力
を
損
ね

な
い
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
で
は
、
高
谷
地
区
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
関
係
自

治
体
と
連
携
し
て
栗
山
川
ま
で
伸
ば

『一般質問』

学
校
教
育
で
の

　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
は

AKIRA IWAUCHI

▲福祉センターやすらぎの里
Wi-Fi設置でより便利に

▲新しく道路計画のある高谷川

岩内 　章　議員
（創芝会）

（所要時間41分）

SNSの
有効活用を
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『一般質問』

移
転
候
補
地
の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
用
地
取
得
に
む

け
た
測
量
作
業
を
開
始
し
、

地
権
者
と
話
し
合
い
も
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
宅
地
造
成
に
併

せ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

も
空
港
会
社
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

整
備
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
進
め
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
用
地
測
量
を
経

て
用
地
の
取
得
を
行
う
と

共
に
、
設
計
作
業
を
進
め

２
０
２
１
年
度
中
に
は
造
成
工

事
に
着
手
で
き
る
見
積
も
り
で

す
。

　

ま
た
、
造
成
工
事
と
併
せ
て

専
用
水
道
、
集
中
浄
化
槽
の
処

理
設
備
の
工
事
も
行
う
予
定
で

す
。
最
終
的
な
移
転
候
補
地
の

整
備
完
了
は
、
２
０
２
３
年
度

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

財
政
負
担
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。【

町
長
】
町
が
事
業
主
体

と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
は
国
・
県
の
補
助
金
の

活
用
に
よ
り
一
般
財
源
の
圧
縮

も
図
り
な
が
ら
、
空
港
機
能
強

化
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
周
辺
対
策
交
付
金
を
活
用

で
き
な
い
か
相
談
を
し
て
い
き

ま
す
。

昨
年
の
教
訓
を
ふ
ま
え
災
害
時
の

情
報
発
信
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
単
に
情
報
を
発
信

す
る
だ
け
で
は
な
く
町
民
に
と
っ

て
使
え
る
情
報
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。
防
災
無
線
の
改
修
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
の
発
信
な
ど
災
害
に
強
い
手

段
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

長
期
停
電
に
な
っ
た
場
合
の
電
力

の
確
保
は
。

【
総
務
課
長
】
役
場
庁
舎
に
は
防

災
拠
点
と
し
て
自
家
発
電
設
備
を

設
置
し
て
お
り
、
避
難
所
や
要
配
慮
者

の
施
設
等
に
つ
い
て
は
電
源
車
の
優
先

配
備
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
県
に
働
き

か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
避
難

所
拠
点
と
し
て
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
自
家

発
電
設
備
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
設

置
協
議
や
設
計
を
経
て
、
令
和
４
年
度

に
は
工
事
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

補
正
予
算
で
対
応
で
き
る
な
ら
出

来
る
だ
け
早
く
お
願
い
し
た
い
。

災
害
時
の
感
染
症
対
策
は
。

【
総
務
課
長
】
衛
生
用
品
の
配
備
、

全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
動
線
の
確

保
、
健
康
な
方
と
発
熱
症
状
の
あ
る
方

へ
の
対
応
の
整
理
な
ど
新
た
に
得
ら
れ

た
知
識
等
を
踏
ま
え
て
対
応
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
よ
う
な
感
染
症
に
は
密
を

避
け
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
総
務
課
長
】
現
在
、
テ
ン
ト
が

50
張
り
あ
り
ま
す
。
９
月
補
正
予

算
で
２
０
０
張
り
を
買
わ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

空
港
機
能
強
化

　
　
　
　
に
む
け
て

麻生 孝之　議員
（創芝会）

（所要時間55分）

移
転
候
補
地
の
展
望
は

災
害
時
の

　
　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

TAKAYUKI ASOU

▲小池地区変電所
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廃
プ
ラ
処
理
、
そ
の
後
は

環
境
衛
生
組
合
で
の
処
理
を
検

討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

【
町
長
】
搬
入
量
の
制
限
、
ポ

リ
の
裁
断
費
用
な
ど
が
あ
り
、

現
在
の
方
法
が
ベ
ス
ト
と
い
う
判
断

で
す
。町

で
収
集
、
運
搬
す
る
こ
と
へ

の
検
討
は
。

【
町
長
】
農
家
の
負
担
が
逆
に

増
え
る
事
を
考
え
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

今
年
度
の
収
集
率
は
。

【
町
長
】
一
昨
年
と
比
べ
て
約

45
％
、
昨
年
と
比
べ
る
と
約

56
％
で
す
。

不
法
投
棄
や
野
焼
き
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
廃
棄
物
の
処
理
に
は

料
金
が
か
か
る
こ
と
も
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
町
か
ら
も
啓
発
し
て

い
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
不
可
能
に

な
っ
た
こ
と
も
含
め
、
き
め
細

か
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
必
要
だ
っ
た
と

思
う
が
。

【
町
長
】
結
論
は
ま
だ
出
て
い

な
い
の
で
様
々
な
研
究
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
こ
れ
か
ら

今
後
、
新
た
に
行
う
予
定
の
対

策
は
。

【
町
長
】
公
共
交
通
事
業
者
へ

の
給
付
、
公
共
施
設
の
衛
生
設

備
改
修
、
税
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
導
入
等
々
で
す
。

空
の
駅
の
売
上
増
加
、
集
客
に

一
番
肝
要
な
の
は
、
道
の
駅
登

録
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
要
件
が
様
々
あ
り
、

近
隣
と
の
差
別
化
や
新
た
な
整

備
も
必
要
で
す
。
現
場
の
ス
タ
ッ
フ

と
も
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

差
別
化
の
面
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
も
あ
る

と
思
う
。
私
も
空
の
駅
開
業
に
賛
成

し
た
の
で
責
任
が
あ
る
。
是
非
と
も

道
の
駅
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
止
に
な
っ
た
大
行
事
…

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
は
中
止

と
の
こ
と
だ
が
、
想
い
出
作
り

の
観
点
か
ら
も
代
替
え
案
は
考
え
て

い
る
か
。

【
教
育
長
】
一
番
大

事
な
の
は
子
供
た
ち

の
命
、
健
康
で
あ
り
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
終
息
す
る

見
込
み
が
立
て
ば
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
最
高
、
最
大
の
行

事
で
あ
り
、
本
人
た
ち
や

保
護
者
の
意
見
も
取
り
入

れ
て
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

P
C
R
検
査
よ
り
安
価
で
行

え
る
抗
体
検
査
キ
ッ
ト
を
用
意

し
た
ら
ど
う
か
。

【
町
長
】
ク
ラ
ス
タ
ー
予
防
の

た
め
に
継
続
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
P
C
R
検

査
よ
り
は
精
度
が
劣
る
等
、
特
徴
を

研
究
し
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

空
の
駅
を
道
の
駅
登
録
に

空
の
駅
周
辺
の
公
共
交
通
の
現

状
は
。
近
辺
に
バ
ス
停
は
検
討

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】

JR
バ
ス
か

ら
、
ひ
こ
う
き

の
丘
近
辺
へ
の

バ
ス
停
設
置
要

望
が
あ
り
、
空

の
駅
な
ど
の
バ

ス
停
も
含
め
て

検
討
中
で
す
。

『一般質問』YASUO HORIKOSHI

▲風和里　空の駅

堀越 保夫　議員
（平成会）

（所要時間59分）

議員として
賛成したか
らには責任
がある
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【財政調整基金】（※）年度によって生じる財源の不均衡を調整するために、財源に余裕がある年度
に積み立てておくもので、地方公共団体の貯金のこと。

【標準財政規模】（※）地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規
模を示すもので、標準税収入額に普通交付税等を加算した額。
芝山町の標準財政規模３１億２２３９万円×20％＝財政調整基金目標６億２４４７万円。

『一般質問』

人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
の

指
針
は
。

【
産
業
振
興
課
長
】
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少
、
農
道
、

水
路
等
の
適
正
管
理
が
行
わ
れ
、
農

業
環
境
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
話

し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、
集
落
、

地
域
の
未
来
へ
の
意
志
が
ま
と
ま
っ

た
段
階
で
、
具
体
的
な
支
援
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

一
戸
残
し
対
策
始
ま
る

成
田
国
際
空
港
騒
音
対
策
委
員

会
で
要
望
し
、
成
田
空
港
に
関

す
る
四
者
協
議
会
で
意
見
表
明
し
た

「
地
域
活
性
化
策
の
充
実
に
向
け
た

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
」
の
回
答
は
。

ま
た
、
見
通
し
は
。

【
町
長
】
国
は
、
今
ま
で
の
対

策
以
外
に
公
益
の
観
光
振
興
を

模
索
す
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
糸
口
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、

し
っ
か
り
し
た
形
で
取
り
組
み
ま
す
。

一
戸
残
し
対
策
に
つ
い
て
、
市

町
で
移
転
補
償
を
行
う
制
度
が

創
設
さ
れ
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ａ
が
行
う
補

償
と
の
相
違
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
税
制
面
の
優
遇
措
置

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
得
税
な

ど
の
差
額
分
を
補
助
金
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
移
転
先
は
町
内
限
定
で
す
。

町
道
廃
止
に
伴
う
補
償
道
路
の

高
谷
川
沿
い
道
路
を
計
画
準
備

中
と
思
う
が
、
騒
音
下
の
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
道
路
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
。

【
町
長
】
地
域
振
興
に
資
す
る

重
要
な
路
線
で
あ
り
、
自
転
車

道
の
整
備
に
よ
る
観
光
振
興
や
農
業

振
興
に
つ
な
が
る
道
路
と
考
え
て
い

ま
す
。

避
難
行
動
支
援
を

芝
山
町
避
難
行
動
要
支
援
者
避

難
支
援
計
画
の
個
別
支
援
計
画

等
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
広
報
し
ば
や
ま
８
月

号
で
個
別
支
援
計
画
の
作
成
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

防
災
行
政
無
線
の
再
編
や
よ

り
確
実
に
防
災
情
報
を
伝
達

す
る
手
段
の
新
規
導
入
の
検
討
中

と
思
う
が
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
野
外
広
告
の
配
備

や
ス
ピ
ー
カ
ー
の
高
性
能
化

を
検
討
中
で
す
。

昨
年
度
台
風
災
害
時
、
情
報

入
手
手
段
の
１
位
は
ラ
ジ
オ

放
送
で
あ
っ
た
。
町
で
防
災
ラ
ジ

オ
を
導
入
し
て
は
。

【
町
長
】
機
能
面
、
品
質
面
、

運
用
面
な
ど
と
合
わ
せ
費
用

対
効
果
も
研
究
し
た
上
で
検
討
し

ま
す
。

財
政
調
整
基
金
の
目
標
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
千
葉
県
下
市
町
村
の
中
で
芝
山

町
は
交
付
金
額
が
少
な
い
。
こ
れ
を

原
資
と
し
て
の
対
策
で
は
、
近
隣
市

町
と
の
格
差
が
生
じ
な
い
か
。

【
町
長
】
限
ら
れ
た
財
源
を

最
大
限
活
用
し
、
必
要
な
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
財
政
調
整
基
金
の
目
標

（
基
準
）を
設
定
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
基
準
は
設
定
し
ま
せ

ん
が
、
※
標
準
財
政
規
模
の

20
％
を
目
安
に
確
保
に
努
め
ま
す
。

基
金
枯
渇

地
域
の
未
来
へ
の
意
志

實川 嘉一　議員
（創芝会）

（所要時間60分）

KAICHI JITSUKAWA

▶
い
き
も
の
を
育
む
水
田（
農
地
多
面
的
機
能
）
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
研
修
会

R eports

　３月から新委員３名が加わり、５名体制
でスタートした議会だより編集委員会。コ
ロナ禍の影響により対外的な研修が自粛
となる中、芝山町教育委員会教育課長の
小川正明氏を講師に招き、議会だより研
修会を開催しました。
　前議会事務局長でもある小川課長は、
平成15年度からの７年間広報マンとして
町中を飛び回り「ある日突然あなたが主
役」をモットーに広報誌を編集。全国コン
クールでも常に高い評価を得ていました。
　研修では「企画(練る)」「原稿(書く)」
「撮影(撮る)」「編集(組む)」といった４つ
のジャンルで、この日のために作成された
オリジナル資料を基に、自らの経験から習
得した実践的な手法などが惜しみなく伝
授。最後に「議会議員としてためらうこと
なく勇気と熱意をもって行動してください」
とのエールを受け、編集委員それぞれが、
これまで以上に知識と意識を覚醒させる
良い経験となりました。

　本来なら毎年７月上旬に行われる県主催の研究会。自粛により延期とな
る中、急遽８月末に開催されました。
　今回は広報を丸ごと1冊、講師から評価をしてもらう「広報クリニック」に応
募した芝山町、多古町、御宿町の３町のみが会場に呼ばれ、この様子は全て
主催者側で撮影し、後日DVDとして各市町村に配布となりました。
　私たちの議会だよりは「見出しが的確で視覚的要素も多く、読みやすい
紙面展開」とおおむね良好の評価を受けました。しかし、これに甘んじるこ
となく、さらに精進していきます。

(profile)　おがわ　まさあき　　
平成15年度から平成21年度まで総務課秘書広報
係に在籍し広報誌編集を担当。全国広報コンクー
ルでは広報部門と一枚写真部門で７度入選。平成
２１年度６月号は一枚写真の部で最優秀賞に輝き
総務大臣賞を受賞。平成３０年度からは議会事務
局長として議会だよりの一翼を担う。

町民に「わかる」を届けたい

▲講師は広報コンサルタントの芳野政明氏

身

応

近な達人から珠玉の技を伝授

募した 3町の広報を診断

８月６日　議会だより研修会

８月２８日　市町村議会広報研究会

・
何
度
も
手
で
書
き
、
何
処
へ
で
も
足
を
運
び
、
会
っ

て
話
し
、
見
て
撮
っ
て
く
る
。
行
動
と
知
識
と
感
性
が

合
致
し
て
こ
そ
、
み
な
さ
ま
の
心
に
届
く
も
の
が
作
れ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
委
員
長　
坂
井
慶
子
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
自
分
が
ま
ず
芝
山
の
住
民
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

住
民
の
一
人
と
し
て
何
事
に
も
好
奇
心
を
持
つ
こ
と
が
、

議
会
だ
よ
り
編
集
の
第
一
歩
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
委
員
長　
岩
内　
章
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
わ
か
り
や
す
い
資
料
と
説
明
で
全
国
レ
ベ
ル
の
講
習

を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
議
会
報
も
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
堀
越
保
夫
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
議
会
だ
よ
り
の
目
的
や
議
会
広
報
の
基
本
と
編
集
な

ど
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
事
実
を
正
確
に
伝

え
る
。
意
図
を
持
っ
て
作
成
す
る
。
基
本
を
踏
ま
え
て
、

自
分
で
発
展
さ
せ
る
。
議
会
だ
よ
り
は
町
民
へ
の
情
報

の
伝
達
機
関
で
あ
る
。
い
か
に
多
く
の
人
に
読
ん
で
も

ら
え
る
か
の
工
夫
が
大
事
で
あ
る
。
見
や
す
く
、
読
み

や
す
く
、分
か
り
や
す
く
工
夫
す
る
こ
と
。（
萩
原
正
規
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・「〈
広
報
の
役
割
〉
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
議
会
活
動

も
、
そ
れ
を
住
民
が
知
ら
な
け
れ
ば
、
評
価
は
な
き
に

等
し
い
。
議
会
活
動
を
住
民
が
知
り
、
理
解
を
得
ら
れ

る
ま
で
が
議
会
の
責
務
」
議
会
だ
よ
り
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
議
会
広
報
活
動
の
充
実
と
、
町
の
Ｈ
Ｐ
と
連

携
、
保
管
の
必
要
性
を
感
じ
た
。　
　
　
（
實
川
嘉
一
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
町
民
目
線
で
読
み
や
す
い
広
報
紙
に
な
る
よ
う
試
行

錯
誤
し
、
編
集
さ
れ
る
議
員
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
ま
す
。
議
会
へ
の
入
口
の
一
歩
と
し
て
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
（
事
務
局　
福
田
智
子
）

２
度
の
研
修
を
受
け
て
～
編
集
委
員

　
　
た
ち
の
思
い
～
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議
会
の
活
動
報
告

N
ew

s 　
and  T

opics

　
町
で
は
昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た

「
芝
山
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
芝
山
小
学
校
周
辺

一
帯
に
新
た
な
住
宅
地
を
整
備
で
き

る
よ
う
、
そ
の
可
能
性
調
査
を
始
め

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
花
と
緑
・
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
悠
久
の
郷
『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
タ

ウ
ン
芝
山
』
」
―
。
そ
こ
で
議
会
議

　

勉
強
会
に
引
き
続
き
、
９
月
７

日
に
は
、
佐
倉
市
の
「
フ
ォ
レ
ス

ト
ガ
ー
デ
ン
佐
倉
そ
め
い
野
」
と
、

「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
」
へ
の
視
察
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
め
い
野
で

は
、
美
し
い
緑
地
の
景
観
と
住
環
境

を
ま
も
る
た
め
、
住
民
主
体
の
管
理

運
営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
街
並
み
は
住
民
の
共
有
資
産
」
と

い
う
高
い
意
識
の
も
と
、
緑
地
管
理

の
年
会
費
を
徴
収
す
る
な
ど
住
民
間

の
ル
ー
ル
も
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
は
民
間
開

発
が
行
わ
れ
て
か
ら
48
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
、
年
間
の

新
築
分
譲
を
定
量
に
し
、
世
代
が
偏

ら
な
い
よ
う
人
口
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

な
が
ら
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
誘
致
、

保
育
所
や
高
齢
者
施
設
の
開
設
な
ど

未
来
を「
つ
く
る
」扉
を
ひ
ら
く

員
は
じ
め
、
関
係
各
課

の
職
員
多
数
出
席
の
中
、

「
土
地
区
画
整
理
事
業
」

の
基
礎
的
知
識
を
養
い
、

小
池
地
区
の
「
住
宅
拠
点

創
出
」
の
考
察
に
向
け
た

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

は
日
本
都
市
技
術
株
式
会
社
の
簗
瀬

範
彦
氏
（
元
・
足
利
工
業
大
学
工
学

部
教
授
）
を
招
き
、
実
際
の
ま
ち
づ

く
り
の
事
例
と
併
せ
て
土
地
区
画
整

理
の
歴
史
や
意
義
か
ら
一
般
的
な
事

業
の
流
れ
な
ど
、
内
容
の
充
実
し
た

講
義
に
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

人
口
増
加
に
伴
っ
た
計
画
的
な
整
備

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
地
区
で

ほ
ぼ
日
常
生
活
の
全
て
が
ま
か
な
え

る
仕
組
み
づ
く
り
は
、
い
わ
ゆ
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
理
想
的
な
形

と
も
言
え
ま
す
。
今
回
の
視
察
を
参

考
に
し
て
、
芝
山
町
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
る
も
の
や
目
指
す
べ
き
形
を

こ
れ
か
ら
も
探
求
し
、
実
現
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲勉強会の様子。活発な質疑応答も行われた

▼ユーカリが丘のジオラ
マの前で山万株式会社
よりまちづくりについ
て説明を受ける視察団

テ

選

―
マ
は

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

９
月
４
日

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
勉
強
会

９
月
７
日

ま
ち
づ
く
り
事
例
現
地
視
察
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「
猛
暑
」
が
続
い
た
夏
が
過
ぎ
る
頃
、
長

雨
の
合
間
を
縫
う
よ
う
に
稲
刈
り
が
終
わ

り
、
よ
う
や
く
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節

が
訪
れ
ま
し
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
の
兆
し
は
見

え
ず
、
町
の
体
育
祭
、
は
に
わ
祭
り
な
ど
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
中
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
や
健
康
を
守
る
た
め
、
懸
命
に
日
々
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
房
総
半
島
台
風
な
ど
で
、
各
地
に

大
き
な
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
傷
も
癒
え
な
い
う
ち
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
蔓
延
し
、
さ
ら
に
は
今
後
、
首
都
直
下

や
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
の
大
地
震
が
活
動
期
を

迎
え
て
い
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
類
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も
、
こ
の
よ
う

な
災
禍
の
後
に
は
時
代
も
大
き
な
変
化
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　
町
議
会
と
し
て
も
、
広
く
防
災
の
観
点
と

新
た
な
社
会
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
皆
様
の
健

康
・
安
全
・
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
必
要

な
町
の
事
業
を
精
査
し
、提
案
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
困
難
な

時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
や
自
然
、
そ

し
て
今
回
の
経
験
か
ら
多
く
を
学
び
、
皆
で

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 14

「ある日突然あなたが主役」
Ｑ�どんなきっかけで芝山町に
やってきましたか？

　�最初の仕事場が芝山町でしたのでそ
こで主人と出会い、嫁いできました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

　�自然が多く住みやすい所です。近隣
市町村へ行くといろいろな買い物が
できますが、もっと町の中でショッ
ピングができるといいと思います。

　�大きな災害も少なく、暮らすには良
いと思います。しかし仕事をするに
は求人案内が少ないと思います。ま
た今年はコロナの影響で外出すると
きも、家庭での来客時にも常にマス
クを着けています。早くコロナが終
息してほしいですね。

Ｑ町に望むことはありますか？
　�安心、安全な町づくりをするなら、歩道の整備をしていただきたいで
すね。空港のある町としては決して栄えているとは思えません。人口
は減り、商店は無くなり、では町の方針に疑問を持ちます。人口が
減っている割には職員や議員の数が多いと思います。また、芝山町の
税金が高いと感じています。

もっと街路灯を増やし、町を明るくしてほしいです。

Information
令和２年第4回芝山町議会
定例会のお知らせ

12月８日
12月11日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編

集

後

記

㈫から
㈮

木
き む ら

村 喜
き よ こ

代子さん
（小池９）


